




通信　「所長のつぶやき」

第１０回　年末年始雑感
（1) 大餅つき大会
　  　蜜柑農家の年末が忙しいことは前号で書きました。それでも、我が家では、毎年、１２月３０日に必
ず餅つきを行っていました。
子どもの頃のこと。目が覚めると餅米を蒸しているいい臭いがします。そして「ぺったん、ぺったん」
と杵で餅をつく音が聞こえてきます。日常とは違った朝の始まりにわくわくしたものです。
　我が家では、石臼を使っていました。大人が餅をつき、子どもたちは丸めたり伸ばしたりします。
鏡餅やのし餅だけでなく、砂糖を入れた餅、あられにするための餅など、たくさんの餅をつきます。
親戚の人たちも集まり、大餅つき大会です。
　　　　その日の朝ご飯は、つきたてのお餅に醤油と大根おろしをつけたり、あんこやきなこをつけたりして
　　食べます。つきたてのやわらかいお餅は本当においしいです。
　　　　私が高校生になったぐらいからでしょうか。親戚の人たちが集まるような大規模な餅つきではなく
なってきました。つき手は父親と私、弟の３人です。インターバルが少なく、腕がぷるぷると震えるぐら
いに疲れてきます。たまに杵が餅を外れ、石臼の縁を叩いてしまい、腕がじーんと痺れてしまいます。
　　父親は、２００６年の夏に亡くなったのですが、父親が大の餅つき好きだったこともあり、亡くなる少し
前まで餅つきをしていました。ただ、父親は、亡くなる６年ほど前にけがをして足下が危なくなってい
ましたので、その頃のつき手は、私と私の息子、弟の３人でした。

（２）初詣
　　　　私の実家の裏には、地域の神社があります。「紅白歌合戦」が終わり、「行く年来る年」が始まると
　　初詣に出かけます。小さな社もたくさんあったので、ためておいた１円玉や５円玉をポケットにたくさん
　　入れて行きます。境内では、厄年の人たちが、おでんやお酒、カップ麺などを振る舞ってくれます。も
ちろん、子どもの頃はお酒はなかったですよ。父親が亡くなってからも母親が何とか行ける間は、毎
年、年越しとともに初詣に行っていました。
　　　　母親は、神社・仏閣が大好きでした。私が目が悪いため、神仏に熱心に祈願するようになったのだ
ろうと思います。そのため、熱田神宮や豊川稲荷など、愛知県内の有名な神社への初詣もよく行きまし
た。熱田神宮は、１日に何十万人もの参拝者が訪れます。人の流れを整理する警察官の指示に従って
止まったり進んだりして、激しいときは１時間ほどかけて拝殿の前に行きます。普段なら数段の階段を
上って拝殿の前に進むのですが、お正月は、この階段の前に柵ができ、階段全体が大きな賽銭箱に
なるのです。
　　　　私が子どもの頃は、第２次世界大戦が終わり、20年も経っていませんでしたので、熱田神宮の前
などで、傷痍軍人の方がアコーデオンで軍歌を弾き、寄付を集めていました。名古屋駅の前でもこの
ような姿は見られました。もの悲しい音楽で、何とも寂しくなったものです。戦争がなくなり、「傷痍軍
人」という言葉を使わなくてもいい世の中に早くなってほしいと、今、強く思います。

　　（３）正月遊びと宿題
　お正月の遊びですが、たこ揚げをしました。でも、たこの向きがよくわからないので、あまり楽しくな
かったですね。コマ回しもしましたが、うまくできませんでした。トランプはよくしましたね。七並べとか
神経衰弱とか。
最後に冬休みの宿題です。小学生の頃は「冬休みの友」という問題集の冊子がありました。冬休み
の最後の３日ぐらいで、何とか片付けました。「友」じゃなくて「敵」だと思いながら。
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